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本日の内容

・主成分分析
主成分負荷量、寄与率

・因子分析
因子抽出法、因子軸回転
因子負荷量、寄与率、共通性

・クラスター分析
階層的クラスター分析
非階層クラスター分析
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◇英語，一般常識，数学，技術知識の４つの試験科目の得点

英 語 一般常識 数 学 技術知識

A 92 87 75 63
B 85 83 67 70
C 73 71 65 75
D 76 95 55 63
E 61 60 100 98
Ｆ 79 73 83 89
… … … … …

主成分分析
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1）データを入力する。

主成分分析 （SAS EG）
EG
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2）「分析」－「多変量解析」－「主成分分析」を選択する。

EG

5
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3）「データ」をクリックし、英語、一般常識、数学、技術知識を
「分析変数」に設定する。

EG
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4）「結果」をクリックし、「元のデータと主成分スコア・・・」を
設定する。
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主成分分析 結果

相関行列から
４つの科目は、英語と一般常識および数学と技術知識の
２つのグループに分けられる。

EG
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固有値＞1以上 ⇒ 2個

ａ）第１主成分負荷量はすべてプラスの大きな値
⇒ 「基礎学力」

ｂ）第２主成分負荷量は事務系の科目にプラスの値、
技術系の科目にマイナスの値

⇒ 「事務系対技術系学力」

EG

Data Science Institute 

10

「出力データ」をクリックすると、主成分スコアが表示される。
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４つの変量の持つ情報を２つの主成分に縮約
情報を縮約する働きが主成分分析の重要な特徴

①主成分分析は、もとの幾つかの変量に共通して含まれ
る幾つかの要素を抽出するための統計的手法。

②この方法によって抽出される要素を主成分という。
主成分は互いに無相関である。
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・複数の項目間に共通して作用する潜在的な要因
を探し出す。

・相互の関連を数個の因子で説明する。

因子分析とは

例）ブランドのイメージ調査
・アンケートからブランドイメージを構成する要因
・サービス、店のレイアウト、接客態度…に対する顧客の評価

因子分析
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（例）採用試験の成績
英語、一般常識、数学、技術知識の成績
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1） 「分析」－「多変量解析」－「因子分析」を選択する。

因子分析（SAS EG）



Data Science Institute 

15

2） 「データ」をクリックし、「分析変数」を設定する。
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3） 「因子抽出法」をクリックし、「反復主因子解」を選択する。
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4） 「回転とプロット」をクリックし、「回転方法」に「直交バリマックス」を
選択し、「表示するプロット」に「因子パターン」「回転前の因子パ
ターン」を設定する。
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5） 結果が表示される。

① 因子数の決定

固有値が1以上の因子＝2つ
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② 回転前の因子負荷量（因子パターン）
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③ 回転前の因子負荷量の散布図
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④ 回転後の因子負荷量
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⑤ 回転後の因子負荷量の散布図
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直交バリマックス回転前後の比較
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回転方法を「斜交プロマックス」に変更する。
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回転方法の比較

直交バリマックス 斜交プロマックス
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1. 最尤法
モデルの尤度(尤もらしさ)を最大にする方法。
標本の大きさが大きいと最も良い推定法と言われる。
変数の正規性の前提があげられる。
推定精度が高い分、不適解も出やすいのが問題点。

2. 反復主因子法
古典的には良く用いられた方法。
安定した解が得られる。

因子抽出法
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・ 直交回転（バリマックス回転）
因子間に相関関係を仮定しない場合に選択する。

・ 斜交回転（プロマックス回転）
因子間に相関関係を仮定する場合に選択する。

回転方法
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・固有値
因子数を決定する時に参考にする。
一般に固有値が１以上の因子を採用する。
（カイザー・ガットマン基準）

・因子負荷量（因子パターン）

各因子と各評定項目との関係の強さを示す。
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共通性

因子によって説明される程度を示す指標。
（因子負荷量の２乗和）

・評定項目の取捨選択の際に、基準の１つとして使用。
＊共通性の低い（例0.2未満）がある場合は、削除し、
再び因子分析を行うのが一般的である。

因子の説明力を示す指標。
（因子負荷量の2乗和）
＊斜交回転の場合は、使用できない。

因子寄与率（因子の分散）
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・ 調査対象地域
日本:首都圏 中国:上海市

・ 調査対象企業ブランド
Microsoft Apple SONY Panasonic  Lenovo

（例）日本、中国におけるブランドイメージ調査

・調査方法
ＳＤ法によるアンケート調査

評定項目:30 尺度:７段階評価
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◇SD法（Semantic Differential Method）

嫌いな □ □ □ □ □ □ □ 好きな
1     2     3     4     5     6     7

非常に…1 かなり…2 やや…3 どちらでもない…4
やや…5 かなり…6 非常に…7

◇調査項目

1）性別、 2）年令階層（20歳代、30歳代・・・）
3）形容詞イメージ評定15項目
4）経営資源イメージ評定15項目
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「軽い～重い」 「暖かい～冷たい」
「女性的な～男性的な」 「モダンな～クラシックな」
「やわらかい～堅い」 「派手な～地味な」
「あっさりした～くどい」 「弱い～強い」
「好きな～嫌いな」 「若々しい～ふけた」
「美しい～みにくい」 「明るい～暗い」
「しゃれた～野暮な」 「活発な～落ち着いた」
「楽しい～つまらない」

形容詞イメージ評定項目（15項目）
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「親近感」 「特徴的」 「高くても買いたい」
「信頼性」 「先進性」 「国際性」
「成⾧性」 「安定性」 「高級感」
「個性」 「品質」 「技術力」
「環境保護」 「経営理念」 「顧客大切度」

経営資源イメージ評定項目15項目
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『Microsoft』社についてお伺いします

Q1. 『Microsoft』社のイメージについてお伺いします。(ご存じない方は回答しないで下さい。）

下の言葉の組み合わせ(左右の形容詞）で、『Microsoft』社にふさわしいと思うのはどれでしょう。

例えば、A〔軽い・・・・・重い〕で、「非常に軽い」と思われれば 1 に、「やや重い」と思われれば 5 に

○をつけてください。（それぞれ○はひとつ）

非
常
に

か
な
り

や
や

で
も
な
い

ど
ち
ら

や
や

か
な
り

非
常
に

1 2 3 4 5 6 7

A 軽い 重い A

B 冷たい 暖かい B

C 女性的な 男性的な C

D モダンな クラシックな D

E やわらかい 堅い E

F 地味な 派手な F

G あっさりした くどい G

質問紙
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1） データを入力する。
2） 「分析」－「多変量解析」－「因子分析」を選択する。

因子分析（SAS EG）
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3） 分析変数を設定する。
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4） 「因子抽出法」をクリックし、「最尤解」を選択する。
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5） 「回転とプロット」をクリックし、「回転方法」に「斜交プロマックス」
を選択し、「表示するプロット」に「因子パターン」「回転前の因子
パターン」を設定する。
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6） 「結果」をクリックし、「因子パターン・・大きい順に表示」を
設定する。
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① 固有値から因子数を設定する。

固有値1以上の因子は7つ。
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② 因子負荷量の検討
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因子の命名

第１因子

『個性因子』

第2因子

「品質」 「信頼性」 「安定性」 『信頼因子』

「個性」 「特徴的」 「先進性」
「しゃれた」 「美しい」
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固有値（中国）

中国における調査結果
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因子負荷量（中国）
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「技術力」 「信頼性」 「品質」
「高くても」 「安定性」 「高級感」

因子の命名（中国）

第１因子

『経営基盤因子』
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・階層的クラスター分析
・非階層的クラスター分析

クラスター分析とは，異なる性質のものが混ざりあって
いる集団（対象）の中から互いに似たものを集めて
集落（クラスター）を作り，対象を分類しようという方
法を総称したもの。

クラスター分析

・変数クラスター分析（変数をグルーピング）
・サンプルクラスター分析
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◇AからEの5つの企業が製造している製品を
クラスター分析（群平均法）により分類する。

階層的クラスター分析

企業 価 格（万円） 重さ（㎏）
Ａ 10 10

Ｂ 12 15

Ｃ 15 9

Ｄ 20 13

Ｅ 8 16
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7

9

11

13

15

17

19

21

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

重さ

価
格

A

E

B

C

D
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距離の計算法（例）

・2点の距離は三平方の定理で計算

・クラスター分析は複数の点の集合同士の距離
を計算する必要。
⇒ 群平均法
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A B C D 
B 5.39 
C 5.10 6.71 
D 10.44 8.25 6.40 
E 6.32 4.12 9.90 12.37 

1) 最初に5つの企業の距離をすべて計算する。

一番距離が短いのはBとEの4.12であるので、
この2つの企業をまとめて1つのクラスターにする。
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A C D 
C 5.10 
D 10.44 6.40 

BE 5.90 8.31 10.31 

2) BEをクラスターとし、距離をすべて計算する。

AとBEの距離 : ( 5.39 + 6.32 ) ÷ 2 =5.90
CとBEは8.31、DとBEは10.31

一番距離が短いのはAとCの5.10であるので、
この2企業をまとめて1つのクラスターにする。
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D BE 
BE 10.31 
AC 8.42 7.08

3) BE、ACをクラスターにし、距離を計算する。

BEとACの距離 : (5.39+6.71+6.32+9.90)÷4=7.08

一番距離が短いのはBEとACの7.08であるので、
この4企業をまとめて1つのクラスターにする。
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D 
BEAC 9.37 

4） BEACを1つのクラスターにしてDとの距離を計算する。

DとBEACの距離:(10.44+8.25+6.40+12.37)÷4=9.37

① BE
② AC
③ BEAC
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1） データを入力する。

クラスター分析（SAS EG）



Data Science Institute 

57

2） 「分析」－「多変量解析」－「クラスター分析」を選択する。
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3） 「データ」をクリックし、価格、重さを「分析変数」に、「企業」を
「ラベルの識別」に設定する。
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4） 「クラスター」をクリックし、「群平均法」を選択する。
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EG
5） デンドログラム（樹形図）が表示される。
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◇携帯電話15機種について、下記8項目の満足度（5点満点）を
調査。（各機種の平均値）
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クラスター分析（SAS EG）

1） データを入力する。
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2） 「分析」－「多変量解析」－「クラスター分析」を選択する。

3） 「データ」をクリックし、価格～付属品を「分析変数」に、
「機種」を「ラベルの識別」に設定する。
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4） 「クラスター」をクリックし、「群平均法」を選択する。
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5） デンドログラム（樹形図）が表示される。

Data Science Institute 

66

Ward法によるデンドログラム
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・使用した変数によりクラスター距離を算出する。
使用する変数が異なれば、クラスター距離は変わる。

・クラスター距離には特定の単位がない。
相対的な関係性は示せる。

・階層的クラスター分析では、ユークリッド距離と、クラスター
が明確に算出されかつ分類感度も高いとされるウォード法
(Ward法)が一般的である。
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非階層的クラスター分析

1）クラスターの数をあらかじめ設定する。
2）ランダムにすべての点をK個のクラスターに分ける。
3）K個の中心点の内、どの中心点との距離が一番短いかという基準

で、すべての点を新たに再分類する。
4）再び計算して中心点を求める。
5）中心点からの距離に基づき分類⇒分類に基づき中心点を計算

を繰り返す。

・代表的な方法 : K-means法

・階層的クラスター分析に比較して、計算量が圧倒的に少ない。
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クラスター1に分類
クラスター2に分類

重心1

重心2

K-means法①
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クラスター1に分類
クラスター2に分類

K-means法②
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クラスター1に分類
クラスター2に分類

K-means法③
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1） データを入力する。
2） 「分析」－「多変量解析」－「クラスター分析」を選択する。
3） 「データ」をクリックし、価格～付属品を「分析変数」に、

「商品」を「ラベルの識別」に設定する。
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4） 「クラスター」をクリックし、「K-means法」を選択し、
最大クラスター数を設定する。
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5） 「結果」をクリックし、「K-meansクラスター」をチェックする。
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「K-means法」の結果（「出力データ」をクリック）
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階層式クラスター分析のデンドログラム
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利用例

スーパーのポイント会員を、その購買の傾向が似ている
クラスタに分割する。
会員を次のような属性で表現。

第1属性:先月の弁当・総菜の購入額
第2属性:先月の清涼飲料の購入額
第・・属性:先月の野菜類の購入額

例:会員3番 =〈3000円,1200円,…,0円〉
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見つかるクラスタの例

クラスタ-1:主に日用品を購入する顧客
クラスタ-2:主に昼食製品を購入する顧客

見つかったクラスタの利用例

バーゲンなどでまとめ買いをするので、ダイレクトメール
などの販促策はクラスタ1の顧客を中心に
その場で購入するものを決めるクラスタ2の顧客には
セットメニューによる客単価の向上などを中心に

クラスター分析は、データを大まかに要約し、
その全体像を把握するための探索的手法
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まとめ

・主成分分析
主成分負荷量、主成分寄与率

・因子分析
因子抽出法、反復主因子法、最尤法
因子軸回転（直交バリマックス、斜交プロマックス）
因子負荷量、寄与率、共通性

・クラスター分析
階層的クラスター分析
群平均法、Ward法

非階層的クラスター分析
K-means法


